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  日本の子どもの が 会 題としてク ーズ ップ 、「子どもの 対策の推進に関する 」が

、施行 ました（平成 26 年１月）。 は対策の の１つに「教育の支援」（第 10 ）を げていま

す。 くの小・中学生が 課後や 日に学習 に通い学校の 習や に えるのに対し、経済的に しい

の子どもはそうした を 用できない とから、学 、進学 の が生 、将来 の連 に

つながると わ ます。 

の状況を解 するため、 や一人 の子どもを対象とする学習支援 ランテ が青森県でも

活 に 開 つつあ ます。中には、 話題の「子ども 堂」と連動した の事業も ます。 

え 青森市の「 イ くら 」は、平成 22 年から市の 子 会会員の小学生から高校生の

現 15 人を対象に、 の 前中に開催してきました。 ッフの中 は青森県 大学の児童

会の学生です。 では、学習 でなく、 来から イ ンプ、ク マ 会、お な

どのイ ン も でいましたが、平成 29 年度からは月に１回、 のあと たちが用意してく

た を一 にとる とによって、 育も るようにな ました。 

 

他方、平成 29 年 5月に ー した 前市の「 人マ ーフ ールド」の活動は、「子ども 堂フ

ーマーズ ッ ン」（平成 27 年）と ラ し、 前大学の学生 ークル「   a 」の協 を て、学

習支援も ッ で行うようにな 、現 に っています。現 は、 の 方から をは で一人

の子ども 10 数人が ・参加しています。い の事業も開 から参加児童は に 加し、

の を ら ているとの とです。 

 

の「子ども 堂 学習支援」活動の意 と は 重の意 で 大なものがあ ます。第１に、 で

子どもたちが るものは、 なる や成 ップではあ ま 。 大の は、 うした学 の

では、 たちの ール ル的 である大学生のお ・お と 事と 、ときには を通

た の中で、 の をしっか めてもらえる とにあ ます。2時間 どのお とお 事
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イムの中で、「よくできた 」と めら 、「 が い」と 意 、あるいは 時間に きな

や ン の話で 上がった する 間は、 のままの を表出できる 重な成 の となっているは

です。経済的な ン を えた日 の生活と将来に対する が ・解 し、 いては 、

を回 していくの と考えら ます。 

第２に、 としてはならないのは、 ら学生 ランテ が しい にある子どもを ー する

との意 です。学生の くはある意 で ま た の下で育ってきて、 「 高学 」で学 機会を

しています。でも の活動に参加する とで、子どもの らしに 経済的 とその としての や

教育機会の という現実を の た にし、その 公 と課題を意識するに ます。 す 、子

どもの成 を支援している学生 が、活動を通 て成 する機会を ている とを意 します。 

を える子どもたちが、 し上の若者 代の かい ましと支援によ と を って の進

を とができ、学生たち若者 代の中に子どもの の連 を してはならないという が し

ていくなら 、子どもの 対策 が 本理 に げている「子どもの将来がその生ま 育った によっ

て る とのない 会」の実現（第 2 ）が になるのではないでし うか。 
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  平成 25 年 7 月（参 選）、平成 26年 12 月（ 選）の選挙で、青森県の平 投票率はい も

県中 47 （ 下 ）でした。 2 回の選挙では の点は し、平成 28 年 7 月（参 選）が 27 、平

成 29 年 10 月（ 選）が 26 となっています。 

  他方、平成 28 年の参 選から、いわ る「18 選挙権」が実現し、 まで投票権を有していなかった

18 と 19 も投票を行う とができるようにな ました。その 18 と 19 の投票率を県別に べると、

青森県は平成 28 年 7月（参 選）が 8 96 で 8 、平成 29 年 10 月（ 選）が 8 65 で 0 となっ

てお 、 国的に ても という とが か ます。 

とは え、 国平 でも、18 19 の投票率は、い の選挙においても の平 投票率よ も 10

度 くなっています。そ で現 、上 の「18 選挙権」 に合わ て た、「主権者教育」が

ています。 も を推 し、実 に な学校、特に高校において、大学や選挙管理委員会、

人等による出前講 などの で、投票を か るような内容の主権者教育が行わ ています。 

  者も、 する大学の講 において、主として 1 2 年生を対象に、「選挙」を意識した主権者教育を

まで行ってきました。中でも、「地域の課題を考える」を インテーマとした 前市内 大学（ 前大、

前学 大、 子大）の 通授業（「大学 ン ーシ ム学 き」の事業）においては、「若者の

政治参画」というテーマで、参加学生たちに、28 年の参 選を 材にして、そ の政党の特 やそ

の 点にお る各政党の主 についてグループで話し合いを 、 後に各 一つ 政党を選 し、

実 に投票するという作業を行ってもらいました。 

    

の授業は、表 的には投票率の を する とを 的としているようですが、その内実は し 投

票 を に選 するプ を 、 が投票に行く とにどのような意 があるのか、

が投票する とで を するのかを考え る とを 的としていたものでした。 

主権者教育は てして「投票率向上教育」にとどま がちであ 、そ え「選挙」が公 るなどし

て 間が選挙 ードに った から、実 に投票を行うまでの 間において 間の を集めるとい

うのが現実であるように えます。しかし本来あるべき主権者教育は、国民主権の担い を育成する とで

あ 、 に選挙で投票する とを推 する のものではあ ま 。 者が上 の講 で意図していたの

はそのような とでした。 

から そ、主権者教育で行うべき とは、 から 会の出来事を他人事、対 の 事と わ 、

がその出来事の 事者であ どうするかを に考える と、また投票に行く では わら 、 が投
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票した 者が（ に関わら ）その後どのような政治的活動を行っているのかを 的に ェックして

いく となど、 たちの国、 たちの のあ 方は たちが めるの という意識を する

と という とにな ます。 

らに、主権者教育で がちな点ですが、年齢等の を た 、 らが議員や 選挙に

する ともできる ですから、「選 」 ではなく、「選 る 」に つ ともできるの 、という

とも に えていく 要があ ます。そして、 が議員や となった にも、 があくまでもそ

の国の国民、その の 民の「代理人」としてそのような にあるの という とを に 識したうえ

で行動する、そのような人 を育成していく とも重要でし う。 

から 250 年 ど前に、高 な政治 のル ーは選挙について のように っていました。「イ

人民は、 たちは と っているが、そ は大間違いである。 らが なのは、議員を選挙す

る間 の とで、議員が選 てしまうと、 らは とな 、 ものでもなくなる。」 のような

が現 も通用しているとす 、ある意 人 は進 していないという とにな まし う。 

主権者教育が担うべき は、その意 でも重要なのです。 
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